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＝ About SORA 私たちについて ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

私たちは、これからの将来を担う主体的な人材の育成
を目的とした新しいキャリア教育プログラムを提案する 
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“『日本の教育が育成する人材』と 

『社会が求めている人材』にあるギャップ” 

 

普通科教育の学習は、上級学校進学のみに重きを 

置いたカリキュラムで編成されているため、社会に 

出た時に必要とされる能力向上を目的とした授業が 

存在しない。その結果、いざ就職をする際に、社会接

続がうまくいかず就職難に陥ったり、雇用のミスマッ

チが発生し、若者の離職率が高くなっている。 

 

“人口減少による働き手不足” 

 

少子高齢化に伴い、 

働く世代の人口は 

減少を続けている。 

出生数の減少は 

働く世代の減少を意味しているため、働き手不

足の現代において、企業が優秀な人材を確保す

ることはますます困難になっていく。 

 

＝ Our Problem 問題 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＝ 

＝ Solution 解決策 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

＝ Social Impact 社会的影響 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＝＝＝＝ 

→そこで私たちは、これからの将来を担う主体的な人材の育成を目的とした 

                         新しいキャリア教育プログラムを提案する 

私たちが提案するプロジェクトは、社会貢献のみ留まらず、ビジネスとして成立させながら行うことができるキャリ

ア教育プログラムである。ビジネスとして成り立つことができれば、企業も積極的にキャリア教育を普及していくこ

とが可能になり、より多くの学生がキャリアについて学べる機会を作ることができる。 

  また、学生の頃から様々な社会接続が出来るといった環境が整えば、個々の社会事象に対する関心や働くこ

とへの意識が高まり、社会人基礎力能力の向上につながるため、主体的な学生を増やしていくことができる。そ

ういった若者達が活躍し、社会に貢献していくことで、企業そして社会全体にとって大きな利益をもたらす。 

 

多くの企業とつながりの

あるキャリアリンクから

SORAがヒアリング対象

の募集依頼を受け、企業

が求めるヒアリング対象

と高校生のプロフィール

がマッチする人を、企業

に情報提供する。学生に

は継続的な社会接続の

場を提供する。 
 

SELF とは企業と連携して
高校生を対象に社会、将
来、ビジネスについての考
える場を提供するプロジェ
クトである。代表的な企画
としてキャリアデザインに
ついてのオンライン授業、
スーパー営業マン育成プ
ロジェクト、会社員 1 日密
着プロジェクトなどがある。 



 

 

キャリアパスポートとはプロジェクト毎に得られた実績を記録してまとめていく 

レポートである。記録を残して振り返りを行うことにより、自己理解や成長に繋がり、キャリア

教育によって得られた実績をより濃い経験にすることができる。また、実用英語検定などの

ように実績証明書を発行することで、進学や就活の際に強みにすることで独自価値が見い

だせると同時に、インセンティブとなり持続可能な形になると考えた。 

 

 

 

＝ SDGｓ 持続可能な開発目標 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

～ 10/28・11/9 私たちの活動が教育新聞に掲載されました ～ 

 

“SORA”は大きく 4 つの SDGｓゴールに直接的に関わっている。

このプロジェクトは 2030年までの SDGｓの達成に貢献している。 

 

〇ソーシャルキャピタルを豊かにしていく 

〇実践的なキャリア教育のモデルをマニュアル化する キャリアパスポート    

文部科学省より引用 

社会貢献や自己理解などの 

実践的な探究活動をすることに 

より、主体的な人材育成を目的 

とした教育を行うことができる。 

 

 企業と学生が連携することで、 

互いに影響・成長し合うことが 

できるため、社員の働きがいや 

学生の能力向上につながり、 

経済が成長していく。 

学生のうちから、社会で働くことを意識した 

活動を行うことで、多様な社会知識が身に付く。

企業にとっても、人材育成のマニュアルが 

でき、産業の発展・技術革新へとつながる。 

企業との連携・学生への呼びかけにより、

人と人のつながりやソーシャルキャピタル

が生まれるため、社会規模で協力して 

課題解決に取り組んでいくことができる。 

〇キャリアパスポート作成・実績証明発行
ソーシャルキャピタル 

＝ Sustainability 持続可能性 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

私たちが行ってきたプロジェクトは今後、日本郵政グループと株式会社キャリアリンク

の協力のもと、授業を共同開発して、全国の学生に向けて展開していく。 

キャリア教育とは、決して目に見えるものでは無いが、後世に教育という形で繋が

り続け社会全体に大きな価値を生み出していく重要なきっかけとなる。 

マニュアルを作成して、持続化につなげていく。 

企業と学生の協調行動を活発化することで、社会信頼関係（ソーシャルキャピタ

ル）を築いていくことができる。つまり、学生が何か企画したとしても、学生の力

だけではできることが限られてくるが、学生が企業とソーシャルキャピタルを築き

上げることによって、学生が主体的に行動できる環境を整えていくことができる。 

 


